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太陽観測報告（1923．年9月） 三澤　勝衛
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備 考

黒黙に昨日迄の細紋より攣りしものにて白紋
に園まれ赤澄の南方にて且つ可成の高緯度に．
あり。

白蝋に黒血群の圃にあり。

黒黙翻t本日午後申央子午線通過。

3個よりな塔薪月明群東端赤平の北方に出縄
白紋し工各黒黒占群の圃にあり。

槻何者河西慶彦氏白目は東方黒鮎群の園t・．あ．
り（三澤曰く西方の黒黙数多き　［iSW測者の異
る甘めか）Q

雨後曇0
4日中央子午線通過の黒黙群本日は既に西端
に没すO

曇8日出現の黒黒占群本日中央子午線通過．の筈

雨。

雲の認め槻測不充分。

白紋ば黒黒占群の園にあり但し淡し0

2個よりなる黒動乱中央子午線のやや西方に
突獲羅紋ば西端馬出群ら園にありo
13ヒi中央子午線通過の｛，の本日に既に西端に

淡ず三紋1工大黒酒の園にあり。

18日黒蝿の莱、遠島官本日夜に澗失。

雨。

白田（t西立嵩1こあり．黒占紋晃」ヒの　も　の数個よ．りなろ

曇後雨。
白緻：に間まま缶ナこる新黒黒占束：端赤道の南方【こ出

現Q
白紋lt東方黒黙の國に。

白紋ば東方黒黙の園に。

野司ば東方に大規摸なれこも淡し。

白．紋ば東方に大規模なれs’1，淡し。

雨、25日東端に獲見の黒黙群本日中央子午線
通過の筈。

殆ご全月に亘り黒黙出現す次第に活動期に侍しけこるものの如しfK　t：4日目90日に中央

子午鯨通過のもξ）に其週駒並に構造等よりして同一のもの再現なろが如し只後者口前

者に比し甚しぐ赤道の方に移動ぜり。又18日突獲ぜる大黒黒占のかかろ激しき消長lt余
が楚旺測開始以來初めての硯象なりミす。


